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題字は、濃南小学校 5年生　佐藤利三さんの作品です。

新しい学びへの挑戦
～通信制高等学校サポート校　織部高等学院～
一人一人のブースをもち、ＰＣを利用して自分のペース
で学習します。（左）
ｅ-スポーツに挑戦したり、課題研究の発表会に参加
したりもします。（右上・中）
スクーリングは福岡県川崎町へ行きます。（右下）

Contents
◦第 3回定例会報告… …………………… 2ページ

◦委員会報告……………………………… 4ページ

◦一般質問………………………………… 7ページ

◦議会報告会のお知らせ、編集後記………12ページ



　　　　 第３回定例会報告令和7年
第3回定例会には次のとおり議案が上程されました。議案の賛否状況及び議決結果は次のとおりです。

【全会一致で可決等された議案】

議案番号
議案名

議案の主な内容

議第42号
令和７年度土岐市一般会計補正予算（第２号）

補正額919万4千円

議第43号
令和７年度土岐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

補正額225万4千円

議第44号
土岐市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の一部を改正する条例について

情報通信技術を活用した行政の推進等に関する法律の一部改正に伴い、条ずれが生じたため、所要の
改正をするもの。

議第45号
土岐市税条例の一部を改正する条例について

地方税法等の一部改正に伴い、新たに創設された特定親族特別控除を規定する等のため、所要の改正
をするもの。

議第46号
土岐市手数料徴収条例の一部を改正する条例について

多機能端末機により交付する証明書に係る手数料の額の特例を、本庁に設置する多機能端末機にも適
用するため、所要の改正をするもの。

議第48号
東濃西部広域ごみ焼却施設整備等審議会共同設置規約について

地方自治法（昭和22年法律第67号）第252条の７第１項の規定に基づき、東濃西部広域ごみ焼却施
設整備等審議会を多治見市、瑞浪市と共同で設置するため、議会の議決を求めるもの。

議第49号
焼却施設２号炉等整備工事の請負契約について

焼却施設２号炉等整備工事の請負契約を1億9,855万円で、三機グリーンテック株式会社と締結しよ
うとするもの。

議第50号
財産の取得について

小中学校の児童・生徒用タブレット端末を2億5,993万4,840円で教育産業株式会社・株式会社内田
洋行共同企業体　代表構成員　教育産業株式会社　岐阜営業所から取得しようとするもの。

７請願
第１号

「再審法改正を求める意見書」を国に提出することについての請願

［請願者］岐阜県弁護士会会長　小森正悟

議員提出
第１号

再審法改正を求める意見書の提出について

［提出先］衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣　（p.3～4参照）

2025年8月15日
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【賛否が分かれた議案】

議案番号
議案名

議案の主な内容

議第47号
土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

国民健康保険料の徴収の特例を廃止するため、所要の改正をするもの。

議第51号
第七次土岐市総合計画基本構想について

総合的かつ計画的な市政運営を図るため、この基本構想を定めようとするもの。

議案番号
議
決
結
果

伊
藤　
公
男

安
藤　
勝
彦

渡
邉　
　
豪

木
股　
英
明

大
久
保
一
夫

山
内　
　
健

後
藤　
正
樹

安
藤　
　
学

小
関　
篤
司

水
石　
玲
子

水
野　
哲
男

北
谷　
峰
二

鈴
木　
正
義

加
藤　
淳
一

杉
浦　
司
美

小
栗　
恒
雄

西
尾　
隆
久

塚
本　
俊
一

議第47号 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

議第51号 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

○…賛成　×…反対

えん罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。人権国家を標ぼうするわが国にとってはもちろ
ん、住民がえん罪被害に遭う可能性がある地方自治体にとっても、えん罪の防止やえん罪被害の救済は
重要な課題といえる。
えん罪被害を救済するための制度としては「再審」がある。しかし、その手続を定めた法律（刑事訴

訟法第四編「再審」）には、再審請求手続の審理のあり方に関する規定がほとんどなく、裁判所の広範
な裁量に委ねられている。このように、いわば「再審ルール」が存在しない状態となっているため、再
審請求手続の審理の進め方は、事件を担当する裁判所によって区々となっており、再審請求手続の審理
の適正さが制度的に担保されず、公平性も損なわれている。
その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題は重要である。
過去の多くのえん罪事件では、捜査機関の手元にある証拠が再審段階で初めて明らかになって、その

中にあった有罪に疑義を生じさせる証拠がえん罪被害を救済するための大きな原動力となっている。し
たがって、えん罪被害を救済するためには、捜査機関の手元にある証拠を利用できるよう、これを開示
させる仕組みが必要不可欠である。しかし、現行法にはそのことを定めた明文の規定が存在せず、証拠
開示がなされる制度的保障はない。そのため、裁判所や検察官の対応いかんで、証拠開示の範囲に大き
な差が生じているのが実情であって、このような格差を是正するためには、証拠開示のルールを定めた
法律が制定されなければならない。
しかも、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを行う事例が相次いでおり、えん罪

被害者の速やかな救済が妨げられている。しかし、再審開始決定は、裁判をやり直すことを決定するに
とどまり、有罪・無罪の判断は再審公判において行うことが予定されており、そこでは検察官にも有罪
立証をする機会が与えられている。したがって、再審開始決定がなされたのであれば、速やかに再審公
判に移行すべきであって、再審開始決定という、いわば中間的な判断に対して検察官の不服申立てを認
めるべきではない。

再審法改正を求める意見書
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委員会報告（民生常任委員会）

よって、えん罪被害を一刻も早く救済するために、以下のとおり再審法を速やかに改正すべきである。

記

１　捜査機関が保有する全ての証拠を開示すること。
２　再審開始決定に対する検察官の不服申立てを禁止すること。
３　以上のほか、えん罪被害の救済に資するように再審請求手続の審理のあり方に関する規定を整備す
ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

岐阜県土岐市議会

2025年8月15日
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議第42号　令和７年度土岐市一般会計補正予算（第２号）　所管部分
　　　次期校務支援システムとはどういったものか。
　　　教職員の出退勤管理や児童・生徒の成績管理等を行う現行公務システムをクラウド化して岐阜県内でワ

ークシートや指導要領などのやり取りを行うもの。
　　　生活保護基準改定に伴う生活保護システム改修とあるが、どのように改定されたのか。
　　　昨今の物価高騰などの社会経済情勢等を総合的に勘案し、臨時的・特例的な措置として、生活費を支援

する生活扶助費について令和7・8年度の2年間1人あたり1,500円加算されるものである。

質疑

答弁

質疑

答弁

議第45号　土岐市税条例の一部を改正する条例
　　　所得控除で新たに特定親族が追加されるとのことだが制度がどのように変わるか。
　　　特定親族が年齢19歳以上23歳未満の方で、その中で所得が58万円から123万円までの方が、扶養には

入れないが控除だけ受けられる。

質疑

答弁

議第46号　土岐市手数料徴収条例の一部を改正する条例
　　　多機能端末が市役所本庁のどこに設置され、どのような機能があるか。
　　　市役所東側玄関、市民課付近の設置を予定しており、行政サービスの他コピー機能等を備えている。
質疑

答弁

議第47号　土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例
　　　特例廃止ということで仮算定を無くすとのことだがこの目的は何か。
　　　標準準拠システムを導入することでこれまでのような暫定的な保険料の算定ができなくなるため仮算定

を廃止するものである。

質疑

答弁



委員会報告（総務常任委員会）
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土 岐 市 議 会 だ よ り

議第48号　東濃西部広域ごみ焼却施設整備等審議会共同設置規約
　　　審議会委員の構成は。
　　　大学教授２名と各市から５名で合計17名の予定であり、各市から市議会議員２名、市の代表者３名で、

土岐市の市の代表者は、商工会議所の代表、自治会の代表、生活学校の代表を想定している。
　　　この審議会で候補地の中から決めていくということか。
　　　令和７年４月に設置された東濃西部広域ごみ焼却施設整備等協議会で候補地を１か所に絞り、審議会に

諮問をして答申をもらう予定である。
　　　１か所に絞られた時の、地域の方の合意や理解というのは、審議会を通すだけで良いのか。
　　　審議会において場所が選定されたとしても、地元住民の理解がなくては建設が不可能であるため住民の

方には丁寧な対応と十分な説明をして進めていきたい。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

議第49号　焼却施設２号炉等整備工事の請負契約
　　　主な工事の内容は。
　　　長寿命化計画にのっとり、炉

ろ
体
たい
、バグフィルターの整備等を行う。

質疑

答弁

議第50号　財産の取得
　　　随意契約とした理由は。
　　　国から都道府県が中心となり共同調達による整備を行う

よう示されており、岐阜県市町村等ギガスクール端末整
備推進協議会が行う公募型プロポーザル方式による最優
秀提案者と契約するため、随意契約することとなる。

　　　タブレットを何台購入し、1台当たりの金額はいくらにな
るか。

質疑

答弁

質疑

　　　仮算定を廃止することによって12か月で徴収するのが9か月になり、月の負担が大きくなるということ
で、保険料が払えず滞納が増えることもあり得ると思うがどのように考えているか。

　　　年額は変わらないことと納付回数は減るということをご理解いただくために事前に周知を行い、被保険
者の方からの納付相談には丁寧に対応することで滞納にならないよう努めていく。

　　　他の市町村では仮算定を用いているか。
　　　令和4年調査時に仮算定を実施していた自治体は、全国1,716団体中81団体で、岐阜県では42団体中10

団体、東濃5市では恵那市と中津川市はすでに廃止済、多治見市と瑞浪市が土岐市と同様に8年度から廃
止の予定である。

　　　新たなシステムの導入で総額としては変わらないが、12か月が9か月となり月の負担が大きくなってし
まい、滞納が増えてしまうのではないかと危惧されるため、この条例に反対する。

　　　総額としては変わらないということと、今までが特例に基づいて行われていたということを併せて考え
ると、反対するという討論には合理性がないためこの条例に賛成する。

質疑

答弁

質疑

答弁

討論

討論



日 月 火 水 木 金 土
8/24 25 26 27 28 29 30

本会議　初日
（議案説明）

31 9/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

本会議　2日目
（質疑・一般質問等）

本会議　3日目
（一般質問）

本会議　4日目
（一般質問）

民生常任
委員会

14 15 16 17 18 19 20

民生常任
委員会

総務常任
委員会

総務常任
委員会

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

本会議　最終日
（委員長報告・討論・採決等）

9月定例会（予定）� ※午前９時 開会予定（変更の場合あり)

2025年8月15日
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議第51号　第七次土岐市総合計画基本構想
　　　土地利用構想・交通軸について、どのように定められたか。
　　　令和３年３月に策定された都市計画マスタープランや市民の移動を考えて定められている。
　　　市民幸福度指標、定住指標、市政満足度指標についての現在の評価・検証について聞きたい。
　　　市民幸福度指標は第七次総合計画では新規に設定し、定住指標、市政満足度指標については第六次総合

計画での目標を達成できなかったため、引き続き第七次総合計画での達成を目指して各施策に取り組む。
　　　第３章の基本目標で、前回の男女共同参画の表現が無くなっているが、どう考えているか。
　　　基本構想における基本目標は、まちの将来像を実現するための方向性を示したものであり、男女共同参

画などについては、今後策定する実施計画において引き続き取り組んでいく。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

７請願第１号　「再審法改正を求める意見書」を国に提出することについての請願
　　　再審を求める手続きに時間がかかりすぎるということは是正すべきであるため、この請願を採択したい。
　　　再審決定がなされた後は速やかに公判に入るべきで、この時点での検察官の不服申し立てはすべきでは

ないため、この請願を採択したい。
　　　えん罪を防ぐためには捜査機関が保管する全ての証拠を開示するべきであるため、この請願を採択したい。

意見

意見

意見

　　　故障時等の予備端末等を含めて4,100台購入し、１台当たりの金額は周辺機器を含め約６万３千円であ
る。

答弁



《第３回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
新
病
院
と
地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
体
制
、
特
に
救
急
や
産
科
な

ど
の
進
捗
状
況
は
？

　
（
市
長
）
私
は
土
岐
市
長
と
い
う
立
場

と
併
せ
て
組
合
の
管
理
者
と
い
う
立
場
で

取
り
組
み
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
救
急
そ
れ

か
ら
産
科
の
確
保
は
大
変
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
救
急
に
関
し

て
は
救
急
搬
送
を
断
る
こ
と
が
な
い
よ
う

な
体
制
を
し
っ
か
り
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
産
科
は
市

民
の
要
望
も
非
常
に
強
く
、
お
産
が
で
き

る
体
制
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
を
、
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

　
新
病
院
に
乗
り
入
れ
る
２
路
線
は
、
平

日
何
本
く
ら
い
運
行
さ
れ
る
の
か

　
土
岐
南
北
線
は
平
日
１
本
、
肥
田
線
は

３
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
の
運
行
の
延
長
線
上
で
は
現
実
的
に

通
院
に
使
う
の
は
厳
し
い
。
時
間
の
調
整
、

増
便
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
？

　
市
全
体
の
影
響
を
見
な
が
ら
現
在
調
整

中
で
す
。
現
時
点
で
土
岐
市
立
総
合
病
院

へ
の
バ
ス
通
院
の
実
績
は
非
常
に
少
な
い

状
況
で
す
。
こ
れ
ら
か
ら
判
断
し
ま
す
と

増
便
は
非
常
に
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

先
ほ
ど
言
っ
た
利
用
実
態
、
使
い
づ
ら

さ
に
つ
い
て
、
ど
う
分
析
し
て
い
ま
す
か
？

　
診
療
後
、
帰
宅
ま
で
時
間
が
か
か
る
方

が
あ
る
の
は
承
知
し
て
ま
す
が
、
公
共
交

通
は
市
民
バ
ス
、
路
線
バ
ス
だ
け
は
な
く

タ
ク
シ
ー
等
も
あ
り
ま
す
。

●
地
元
の
方
に
聞
く
と
タ
ク
シ
ー
は
病
院

ま
で
５
千
円
く
ら
い
か
か
る
と
聞
き
ま
す
。

物
価
高
騰
、
年
金
生
活
の
方
を
考
え
る
と
、

使
い
や
す
い
バ
ス
を
充
実
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
新
病
院
と
市
財
政
に
つ
い
て

　
新
病
院
の
総
工
費
と
市
負
担
は
ど
う
か
？

　
３
月
末
の
見
込
み
で
約
３
５
０
億
円
程

度
、
本
市
の
財
政
へ
の
影
響
は
、
交
付
税

措
置
分
を
差
し
引
い
て
、
土
岐
市
と
瑞
浪

市
の
実
質
負
担
額
は
約
46
・
２
億
円
で
す
。

土
岐
市
の
負
担
率
は
60
・
６
％
で
約
28
億

円
の
見
込
み
に
な
り
ま
す
。

◆
市
制
70
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
市
制
70
周
年
は
土
岐
市
の
歴
史
や
文
化
、

市
民
の
絆
を
再
確
認
し
、
未
来
を
描
く
機

会
。
キ
ー
ワ
ー
ド
「
つ
な
ぐ
」
の
選
定
理

由
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
事
業
方
針
、
市
民

参
加
の
具
体
的
な
企
画
や
期
待
さ
れ
る
成

果
は
？

　
「
つ
な
ぐ
」
は
、
70
年
の
歴
史
を
未
来

へ
引
き
継
ぐ
思
い
を
込
め
、
先
人
へ
の
感

謝
、
若
者
の
活
躍
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
機
会
と
し
て
選
定
。
市
民
が
主

体
の
事
業
、
地
域
間
連
携
、
土
岐
市
の
魅

力
再
発
見
を
方
針
と
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

企
画
を
推
進
、
市
民
参
加
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
等
を
実
施
。
42
件
の
冠
事
業
や
11
件
の

市
民
団
体
事
業
も
進
行
中
。
市
民
の
愛
着

向
上
や
世
代
・
地
域
の
つ
な
が
り
強
化
を

期
待
。

　
市
長
は
70
周
年
を
ど
う
捉
え
、
市
民
に

ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
か
？

　
土
岐
市
は
美
濃
焼
の
伝
統
と
自
然
、
企

業
進
出
に
よ
る
成
長
を
誇
っ
て
い
る
。「
つ

な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
世
代
や
地
域
、
伝

統
を
繋
ぎ
、
新
た
な
土
岐
市
を
築
く
。
人

口
減
少
や
経
済
活
性
化
等
の
課
題
に
対
し
、

市
民
が
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
一
丸
と
な

っ
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

を
目
指
す
。

◆
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に
つ
い
て

　
２
０
２
５
年
３
月
の
内
閣
府
の
新
被
害

想
定
を
受
け
、
土
岐
市
の
リ
ス
ク
評
価
の

更
新
状
況
は
？
ま
た
、
防
災
対
策
へ
の
影

響
は
？

　
新
想
定
で
は
最
大
震
度
６
弱
だ
が
、
詳

細
な
被
害
は
県
の
調
査
（
令
和
８
年
度
公

表
予
定
）
待
ち
。
現
行
の
２
０
１
３
年
調

査
を
基
に
対
応
。
県
全
体
で
は
全
壊
建
物

が
３
９
０
０
棟
か
ら
６
０
０
０
棟
、
負
傷

者
が
５
０
０
０
人
か
ら
１
万
４
０
０
０
人

に
増
加
。
本
市
の
耐
震
化
率
（
80・９
％
）

が
影
響
か
。
耐
震
診
断
・
補
強
補
助
や
防

災
意
識
啓
発
を
強
化
。

　
食
料
・
物
資
備
蓄
の
状
況
と
運
用
計
画
、

民
間
連
携
の
準
備
は
？

　
２
０
１
３
年
調
査
に
基
づ
き
、
避
難
者

５
５
１
０
人
に
対
し
２
日
分
の
食
料
と
飲

料
水
を
確
保
。
民
間
23
社
と
物
資
供
給
協

定
、
３
社
と
物
流
協
定
を
締
結
。

　
地
震
対
策
の
情
報
周
知
や
防
災
意
識
向

上
の
取
り
組
み
は
？

　
「
広
報
と
き
」
や
ネ
ッ
ト
で
情
報
発
信
。

出
前
講
座
、
避
難
所
運
営
訓
練
、
備
蓄
食

料
配
布
に
よ
る
啓
発
を
実
施
。
防
災
士
や

自
治
会
と
連
携
し
、
自
助
・
共
助
を
推
進
。

小
・
中
学
生
へ
の
防
災
教
育
も
強
化
し
、

市
民
全
体
の
防
災
意
識
向
上
を
目
指
す
。

小関　篤司

杉浦　司美

建設中の新病院
（令和７年５月31日時点）
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《第３回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
新
博
物
館
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

周
辺
整
備
事
業
は
２
本
の
柱
が
あ
り
、

１
本
の
柱
は
基
本
構
想
が
完
成
し
て
い
る

と
聞
い
た
が
、
ど
の
事
業
の
こ
と
か
。

　
現
時
点
で
は
天
王
た
め
池
の
整
備
計
画

を
計
画
し
た
と
い
う
事
で
あ
り
、
整
備
が

決
定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

◆
新
博
物
館
に
つ
い
て

　
建
設
費
見
直
し
の
再
設
計
の
状
況
は
。

　
事
業
費
の
削
減
を
図
る
た
め
、
設
計
の

見
直
し
作
業
を
進
め
て
お
り
、
現
段
階
に

お
い
て
税
込
み
約
６
億
円
削
減
し
て
い
る
。

　
財
源
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
か

　
地
方
債
で
約
24
億
円
、
基
金
等
で
８
億

３
千
万
円
、
一
般
財
源
で
１
億
６
千
万
円

程
度
を
財
源
と
し
て
予
定
し
て
い
る
。

　
開
館
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は

　
同
規
模
程
度
の
博
物
館
を
類
似
施
設
と

し
て
試
算
し
た
数
値
と
し
て
、
光
熱
費
及

び
建
物
維
持
管
理
に
関
す
る
保
守
委
託
料

等
は
約
３
４
０
０
万
円
と
な
り
、
借
地
料

２
４
５
万
円
を
加
え
る
と
、
３
６
４
５
万

円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
美
濃
陶
磁
歴
史

館
の
令
和
４
年
度
の
実
績
、
約
２
９
０
０

万
円
で
す
の
で
、
光
熱
費
、
建
物
維
持
管

理
費
、
運
営
費
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

合
計
は
、
年
間
約
６
５
４
５
万
円
程
度
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
市
長
に
よ
る
市
民
説
明
会
に
つ
い
て

　
説
明
内
容
に
つ
い
て

　
市
長
か
ら
土
岐
市
政
の
現
状
と
し
て
新

病
院
や
新
博
物
館
に
つ
い
て
紹
介
を
し
て

い
た
だ
い
た
後
に
、
博
物
館
に
テ
ー
マ
を

絞
り
、
博
物
館
事
業
の
意
義
や
目
的
に
つ

い
て
説
明
を
し
、
事
務
局
か
ら
新
博
物
館

の
施
設
機
能
、
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
財

源
な
ど
に
つ
い
て
、
学
芸
員
か
ら
は
展
示

等
の
説
明
を
し
ま
す
。
そ
の
後
に
質
疑
応

答
の
時
間
を
設
け
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
行
わ
れ
る
の
か

　
新
博
物
館
事
業
に
つ
い
て
、
よ
り
知
っ

て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
い
る
。
最

後
に
質
疑
応
答
の
時
間
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　
質
疑
応
答
で
発
言
で
き
な
い
方
も
見
え

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
け

た
か
ど
う
か
、
賛
成
反
対
を
問
う
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
賛
否
を
問
う
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
や
る
必
要
は
無
い
と
考
え
て
い
る
が
、

ご
意
見
を
い
た
だ
く
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
博
物
館
建
設
に
対
し
て
ご
理
解
い
た
だ

け
な
か
っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
そ
の
意
見
を
設
計
見
直
し
に
反
映
で
き

る
も
の
が
あ
れ
ば
当
然
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
く
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

◆
少
子
化
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
、
６
年
度
、
本
市
の
出
生

数
、
及
び
町
別
の
６
年
度
の
出
生
数
は
。

　
令
和
５
年
度
２
６
８
名
、
令
和
６
年
度

２
５
２
名
で
町
別
で
は
土
岐
津
町
48
名
、

下
石
町
23
名
、
妻
木
町
23
名
、
鶴
里
町
２

名
、
曽
木
町
２
名
、
駄
知
町
９
名
、
肥
田

町
32
名
、
泉
町
１
１
３
名
。

　
住
民
登
録
の
あ
っ
た
令
和
５
年
度
、
６

年
度
の
婚
姻
数
は
。

　
令
和
５
年
度
５
２
２
件
、
令
和
６
年
度

５
３
６
件
。

　
出
会
い
の
場
の
創
出
事
業
に
つ
い
て

　
４
月
に
出
会
い
の
場
の
創
出
事
業
を
企

画
運
営
し
て
い
た
だ
く
事
業
者
を
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
で
募
集
を
行
い
、
事
業
者
を
選
定
。

事
業
内
容
と
し
て
、
土
岐
市
へ
の
移
住
・

定
住
も
見
据
え
て
、
市
内
在
住
を
問
わ
ず
、

土
岐
市
に
関
心
の
あ
る
20
代
、
30
代
の
方

を
対
象
に
、
本
年
秋
以
降
に
３
回
の
出
会

い
の
場
創
出
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
。

参
加
者
の
募
集
は
広
報
と
き
や
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
広
く
周
知
す
る
た
め

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
。

ま
た
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
情
報
サ
イ
ト
へ
も

広
告
案
内
を
行
う
と
と
も
に
、
今
回
の
出

会
い
の
場
創
出
事
業
の
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
最
新
情
報
の
確
認
や

申
し
込
み
を
受
け
付
け
る
。

　
同
窓
会
開
催
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

　
25
歳
か
ら
27
歳
と
い
う
仕
事
や
キ
ャ
リ

ア
が
一
定
の
軌
道
に
乗
り
始
め
る
一
方
で
、

人
生
に
お
い
て
結
婚
を
考
え
る
こ
と
が
多

い
年
齢
層
の
方
々
に
対
し
、
自
然
と
同
窓

会
の
開
催
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
環
境
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
、
本
市
に
お

け
る
認
定
こ
ど
も
園
の
移
行
に
つ
い
て

　
昨
年
度
策
定
し
た
土
岐
市
こ
ど
も
計
画

に
お
い
て
従
来
の
よ
う
に
各
町
を
単
位
と

し
た
８
つ
の
地
域
で
は
な
く
、
市
全
体
を

土
岐
津
町
、
泉
町
の
北
部
。
下
石
町
、
妻

木
町
の
西
部
。
鶴
里
町
、
曽
木
町
の
南
部
。

駄
知
町
、
肥
田
町
の
東
部
の
４
つ
の
地
区

に
分
け
て
検
討
し
て
い
く
。
今
後
の
少
子

化
の
状
況
を
予
測
し
た
場
合
、
老
朽
化
に

伴
う
施
設
整
備
、
施
設
の
再
編
は
、
町
単

位
で
は
な
く
、
市
全
体
で
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て

　
土
岐
市
に
お
い
て
は
、
家
庭
状
況
に
よ

っ
て
取
り
組
み
方
に
差
が
生
ま
れ
て
し
ま

う
こ
と
を
心
配
し
て
お
り
、
メ
リ
ッ
ト
。

デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
子
ど
も

に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
慎

重
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

安藤　勝彦

西尾　隆久

2025年8月15日
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《第３回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
に
向
け
た

取
組
み
つ
い
て

　

今
回
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
更
新
の
際
、

処
分
さ
れ
る
台
数
と
、
処
分
方
法
、
処
分

依
頼
す
る
委
託
先
は
。

　

処
分
台
数
は
令
和
２
年
度
購
入
の

４
５
７
１
台
の
う
ち
、
４
３
０
０
台
を
処

分
し
、
故
障
端
末
を
除
く
４
１
０
０
台
を

売
却
処
分
す
る
。
処
分
委
託
先
の
選
定
は

令
和
８
年
度
の
事
業
と
な
り
、
現
在
で
は

未
定
で
あ
る
。

　
処
分
に
関
す
る
問
題
点
と
し
て
個
人
情

報
の
漏
洩
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
本
市
の
デ

ー
タ
消
去
に
対
す
る
認
識
や
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

　
処
分
計
画
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省

か
ら
の
通
知
内
容
を
踏
ま
え
、
デ
ー
タ
消

去
完
了
証
明
書
を
端
末
一
台
ご
と
に
発
行

し
、
個
人
情
報
を
扱
う
業
務
に
実
績
が
あ

り
、
信
頼
あ
る
業
者
の
選
定
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　
現
在
の
小
・
中
学
校
で
の
活
用
状
況
は
。

　
学
校
で
の
活
用
状
況
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
ウ
ェ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
一
人
一
人
の
理
解
度

に
応
じ
た
算
数
の
学
習
、
デ
ジ
タ
ル
教
材

を
通
し
て
思
考
を
深
め
る
活
用
、
協
働
学

習
の
場
面
で
は
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
使
い
、

複
数
の
意
見
、
考
え
を
交
流
や
話
し
合
い

で
活
用
し
て
い
る
。
家
庭
学
習
で
も
効
果

的
な
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
又
、
悩

み
な
ど
を
受
け
止
め
る
方
法
の
一
つ
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

　
端
末
を
安
全
に
使
用
す
る
為
の
取
り
組

み
、
持
ち
帰
り
の
指
導
に
つ
い
て
。

　
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
学
校
か
ら

の
申
請
に
よ
る
許
可
制
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
に
よ
り
有
害
な
情
報
を
遮
断
し
て
い
る
。

家
庭
に
持
ち
帰
っ
た
際
は
、
利
用
時
間
を

制
限
し
健
康
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
い
る
。

か
ば
ん
の
重
さ
に
つ
い
て
も
心
配
す
る
声

を
聞
い
て
い
る
。
小
学
校
１
年
生
に
至
っ

て
は
、
か
ば
ん
の
重
さ
は
体
重
に
対
し
て

19
・
４
％
に
当
た
る
重
さ
が
あ
る
。
置
き

勉
の
推
奨
な
ど
持
ち
帰
り
の
必
要
性
、
登

下
校
の
安
全
性
を
踏
ま
え
、
持
ち
帰
り
の

在
り
方
を
今
後
考
え
て
い
き
ま
す
。

◆
人
口
減
少
対
策
と
定
住
促
進
に
向
け

た
施
策
の
強
化
に
つ
い
て

〈
移
住
定
住
促
進
施
策
と
し
て
の
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
〉

　
利
用
状
況
に
つ
い
て

　
昨
年
度
は
新
規
登
録
が
３
件
、
契
約
成

立
が
３
件
、
登
録
取
り
下
げ
が
１
件
あ
り

６
年
度
末
の
登
録
は
５
件
。
平
成
26
年
度

か
ら
の
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
開
始
以
来
、

定
住
促
進
目
的
が
15
件
、
定
住
以
外
が
17

件
の
契
約
が
成
立
し
た
。

　
空
き
家
家
財
道
具
処
分
費
補
助
金
制
度

の
創
設
に
至
っ
た
経
緯
と
効
果

　
市
が
実
施
し
た
空
き
家
所
有
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、回
答
者
の
６
割
が「
空

き
家
を
売
却
し
た
い
」
と
の
意
向
を
示
さ

れ
た
一
方
で
、
空
き
家
の
利
活
用
で
困
っ

て
い
る
こ
と
の
一
番
多
い
意
見
が
、「
家

財
道
具
の
片
づ
け
が
手
間
で
あ
る
」
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
態
を
ふ
ま
え
、

利
活
用
を
推
進
す
る
う
え
で
家
財
道
具
の

処
分
に
対
す
る
経
済
的
、
作
業
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
、
当
制
度
の
創
設
に
至
っ
た
。
対
象
者

は
、
登
録
し
た
物
件
の
所
有
者
で
、
契
約

が
成
立
し
た
後
に
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
で
、
上
限
が
10
万
円
を
補
助
す

る
も
の
で
、
登
録
を
促
進
す
る
と
と
も
に

空
き
家
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
人
口
減
少

対
策
で
あ
る
移
住
定
住
施
策
の
一
層
の
推

進
や
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

　
０
円
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
導
入
の
考

え
に
つ
い
て

　
０
円
空
き
家
の
登
録
申
請
は
、
今
の
制

度
で
も
申
請
は
可
能
。
た
だ
し
、
一
定
価

格
以
下
の
安
価
な
物
件
の
売
買
な
ど
は
不

動
産
業
者
さ
ん
の
仲
介
は
避
け
ら
れ
る
ケ

ー
ス
が
多
く
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
る
。

例
え
ば
、
契
約
を
当
事
者
同
士
で
直
接
締

結
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
建
物
の
安
全
性

の
確
認
や
法
的
な
権
利
関
係
の
整
理
や
手

続
き
、
譲
渡
後
の
利
活
用
に
多
額
の
費
用

が
か
か
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
０
円
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
導
入
の
自
治
体
で
も
、

あ
く
ま
で
も
自
治
体
は
情
報
を
提
供
す
る

の
み
で
、
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
は
一
切
関
与

し
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
支

援
の
制
度
設
計
を
す
る
か
が
課
題
と
な
る
。

ま
ず
は
現
状
の
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
認

知
度
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
０
円
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
も
含

め
て
、
他
自
治
体
の
先
進
的
な
取
り
組
み

や
課
題
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

伊藤　公男

水野　哲男
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◆
教
育
現
場
で
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

　
日
本
の
教
育
は
、
先
人
達
の
献
身
的
な

ご
尽
力
と
長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
ら
れ
、

現
在
で
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
教
育
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
い
歴

史
で
積
み
重
ね
ら
れ
完
成
さ
れ
た
教
育
環

境
で
あ
る
た
め
、
時
に
は
保
守
的
な
一
面

も
か
い
ま
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
伝
統

を
守
り
保
守
的
な
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
改
革
精

神
を
併
せ
持
つ
裏
付
け
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
新
た
な
行
動
を
起
こ
す
と

賛
否
両
論
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
り

ま
す
。
世
界
の
教
育
は
日
々
変
革
し
て
お

り
、
日
本
の
教
育
も
批
判
を
恐
れ
ず
前
進

革
新
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
教

育
現
場
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
意
識
改
革

で
、
子
ど
も
達
の
明
る
い
未
来
の
た
め
、

働
き
や
す
い
教
育
現
場
の
構
築
の
た
め
、

教
育
現
場
で
の
業
務
改
革
、
意
識
改
革
に

つ
い
て
ご
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
勤
務
実
態
の
見
え
る
化
に
よ
る
働
き
方

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
出
退
勤

管
理
に
つ
い
て
は
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
教
職
員

の
出
退
勤
時
刻
を
客
観
的
な
手
段
で
正
確

に
記
録
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
午
後
７
時
以
降
の
勤
務
に
つ
い
て

は
、
申
告
の
徹
底
を
図
る
こ
と
で
教
職
員

一
人
一
人
が
、
自
身
の
勤
務
時
間
を
意
識

し
、
業
務
の
優
先
順
位
や
時
間
配
分
を
見

直
す
自
己
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
識

を
高
め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

長
時
間
勤
務
の
抑
制
と
休
暇
取
得
の
促
進

に
つ
い
て
は
、
全
て
の
小
・
中
学
校
に
お

い
て
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
継
続
的
に
設
定
し

全
職
員
で
意
識
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
校
閉
庁
日
も
年
間
行
事
予
定
に
基
づ
き

設
定
さ
れ
て
お
り
、
計
画
的
な
年
休
取
得

の
確
保
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
日
常
業
務

の
効
率
化
と
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
と
し

て
、
メ
ー
ル
や
健
康
観
察
ア
プ
リ
の
導
入

に
よ
り
早
朝
業
務
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
学
校
支
援
シ
ス
テ
ム
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
て
諸
帳
票
作
成
な
ど
の
事
務
作
業
の

効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
週

に
１
回
か
ら
２
回
程
度
、
掃
除
の
時
間
を

短
縮
し
た
り
下
校
時
刻
を
繰
り
上
げ
る
こ

と
で
、
教
職
員
が
会
議
や
教
材
準
備
に
集

中
で
き
る
時
間
を
確
保
し
て
お
り
ま
す
。

合
わ
せ
て
、
会
議
の
精
選
や
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
併
用
、
届
出
文
書
の
縮
減
、
業

務
そ
の
も
の
の
見
直
し
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
、
教
職
員
が
本
来
の
業
務

で
あ
る
授
業
や
児
童
・
生
徒
と
の
関
わ
り

に
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
充
て
ら
れ
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
現
状
は
。

　

毎
年
小
中
学
校
で
調
査
を
実
施
し
て
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
相
談
員
、
養

護
教
諭
に
よ
る
教
育
相
談
も
踏
ま
え
、
令

和
６
年
度
は
中
学
生
２
名
を
把
握
。
学
校

生
活
に
支
障
は
な
い
が
注
意
が
必
要
。
子

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
い
こ
っ
と
に
つ
な
ぎ
、
情
報
共
有
を
行

い
子
ど
も
や
親
へ
の
支
援
に
当
た
っ
て
い

る
。

　
教
育
現
場
と
の
連
携
は
。

　
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
支
援
を

要
す
る
子
ど
も
の
状
況
に
つ
い
て
、
毎
月

学
校
に
調
査
を
し
て
い
る
。
長
期
欠
席
の

児
童
・
生
徒
へ
は
家
庭
訪
問
を
実
施
。
市

内
の
高
校
へ
は
学
期
に
１
度
、
相
談
員
が

訪
問
し
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
本
人
や
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

ポ
ス
タ
ー
を
配
布
、
掲
示
を
行
い
、
周
知

し
て
い
る
。
昨
年
度
、
こ
ど
も
計
画
を
策

定
し
た
際
、
子
供
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
、
小
中
学
生
に
配
布
。
困
っ
た
時

の
相
談
窓
口
を
示
し
発
信
。

　
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　
今
年
度
か
ら
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事

業
を
開
始
。
家
事
や
子
育
て
に
不
安
や
負

担
を
抱
え
る
家
庭
、
妊
産
婦
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
等
が
い
る
家
庭
を
訪
問
支
援
員
が

訪
ね
、
家
事
支
援
等
を
実
施
し
、
寄
り
添

い
な
が
ら
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

◆
授
乳
・
搾
乳
の
場
の
環
境
整
備

　
本
市
の
現
状
は
。

　
公
共
施
設
に
お
い
て
授
乳
が
可
能
な
場

所
は
、
庁
舎
１
階
の
２
か
所
を
は
じ
め
12

施
設
。
県
の
赤
ち
ゃ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
の
実
施
要
領
に
規
定
さ
れ
て
い
て
、
加

え
て
施
錠
が
で
き
る
場
所
は
、
12
施
設
の

う
ち
、
庁
舎
の
２
か
所
、
と
き
め
っ
く
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
が
該
当
。

　
本
市
の
見
解
は
。

　
県
の
赤
ち
ゃ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に

登
録
し
、
Ｈ
Ｐ
や
今
年
度
構
築
予
定
の
子

育
て
サ
イ
ト
、
イ
ベ
ン
ト
で
紹
介
し
、
授

乳
・
搾
乳
可
能
な
場
所
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

小栗　恒雄

水石　玲子

2025年8月15日

10



《第３回定例会一般質問》　　●印は議員の意見・提案

◆
こ
ど
も
政
策
に
つ
い
て

　
１
９
８
９
年
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
が

採
択
さ
れ
、
日
本
は
こ
の
条
約
を

１
９
９
４
年
に
批
准
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
６
月
に
こ
ど
も
基
本
法
が
成

立
し
、
２
０
２
３
年
４
月
に
施
行
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
２
０
２
３
年
に
新
た
な
行
政

組
織
と
し
て
こ
ど
も
家
庭
庁
が
で
き
て
お

り
ま
す
。
そ
う
し
た
時
代
の
流
れ
と
背
景

の
中
で
全
国
の
地
方
自
治
体
で
は
、
子
ど

も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
て
お

り
ま
す
。
そ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
で
、

土
岐
市
に
お
け
る
各
学
校
の
校
則
の
現
状

は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
市
内
の
各
中
学
校
に
生
活
の
決
ま
り
と

し
て
校
則
は
あ
り
ま
す
。
学
校
や
地
域
の

状
況
、
社
会
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

そ
の
都
度
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
靴
・
髪
型
・
靴
下
の
色
な
ど
、

校
長
の
許
可
で
校
則
を
見
直
し
て
ま
す
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
現
状
は

　
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
は
、
読
み
書

き
に
困
難
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
へ
の
支

援
策
と
し
て
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
活
用
を

進
め
て
い
ま
す
。
補
聴
器
や
人
工
内
耳
を

つ
け
て
い
る
子
供
に
は
、
補
助
機
器
と
し

て
ロ
ジ
ャ
ー
を
市
か
ら
貸
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
就
学

に
つ
い
て
、
居
住
地
交
流
や
特
別
支
援
学

級
と
通
常
学
級
の
子
供
た
ち
と
交
流
学
習

を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
０
３
年
に
多
治
見
市
が
、
子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る

が
、
土
岐
市
に
お
い
て
条
例
を
つ
く
る
か

　
土
岐
市
は
、
こ
ど
も
基
本
計
画
に
基
づ

い
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
の
で
、
計
画

の
中
で
市
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。

◆
町
内
会
に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
ゴ

ミ
出
し
に
つ
い
て

　
福
井
県
福
井
市
で
町
内
会
に
未
加
入
の

人
が
、
ゴ
ミ
集
積
所
に
ゴ
ミ
を
出
せ
な
い

と
裁
判
に
な
り
、
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、

年
１
万
５
千
円
を
町
内
に
支
払
う
こ
と
を

条
件
に
ゴ
ミ
出
し
を
認
め
る
判
決
が
で
た
。

市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

　
ル
ー
ル
と
し
て
、
自
治
会
等
に
は
ゴ
ミ

集
積
所
の
設
置
及
び
管
理
、
行
政
に
お
い

て
は
収
集
、
運
搬
等
を
す
る
と
し
て
お
り

ま
す
。
町
内
会
と
未
加
入
者
、
双
方
合
意

の
下
で
解
決
す
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ふ
れ
あ
い
収
集
・
さ
わ
や
か
収
集
に
つ

い
て
現
状
は

　
若
干
で
す
が
増
加
傾
向
で
あ
る
。

◆
駄
知
ど
ん
ぶ
り
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

　
市
の
補
助
金
の
増
額
を
考
え
て
は

　
現
状
を
分
析
し
て
、
継
続
運
行
で
き
る

よ
う
に
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

　
実
証
実
験
の
予
算
は
い
く
ら
で
す
か
。

　
総
額
約
３
２
２
２
万
１
千
円
。
事
業
費

の
２
分
の
１
が
国
の
交
付
金
。

　
実
証
実
験
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
。

　
令
和
７
年
10
月
か
ら
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で
運
行
時
間
は
土
・
日
、
祝
日
と
年

末
年
始
を
除
く
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
。
対
象
区
域
は
、
泉
が
丘
町
内
エ
リ

ア
及
び
Ｊ
Ｒ
土
岐
市
駅
周
辺
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
乗
車
場
所
を

約
80
か
所
程
度
設
定
す
る
。
令
和
８
年
度

に
新
病
院
周
辺
エ
リ
ア
を
追
加
し
、
令
和

９
年
度
か
ら
本
格
導
入
に
向
け
た
課
題
整

理
と
運
行
体
制
の
構
築
。

◆
防
災
に
つ
い
て

　
避
難
所
の
鍵
の
管
理
に
つ
い
て
。

　
広
域
避
難
所
の
鍵
は
施
設
管
理
者
及
び

本
庁
の
担
当
課
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
お

り
ま
す
。

　
鍵
の
管
理
を
自
治
会
や
防
災
の
会
な
ど

に
委
託
で
き
な
い
か
。

　
災
害
発
生
後
は
開
設
状
況
を
確
認
、
被

害
状
況
な
ど
を
災
害
対
策
本
部
に
報
告
し
、

必
要
な
物
資
の
手
配
な
ど
も
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
職
員
の
配
置
が
必
須
と
な
る

の
で
、
委
託
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
防
災
倉
庫
の
鍵
の
管
理
に
つ
い
て
。

　

施
設
管
理
者
で
管
理
し
て
い
る
ほ
か
、

各
自
治
会
に
鍵
を
渡
し
て
い
る
。

　
福
祉
避
難
所
数
と
受
入
れ
可
能
者
数
は
。

　
５
施
設
と
協
定
締
結
済
。上
限
各
10
名
程
。

　
福
祉
避
難
所
の
運
営
は
。

　
広
域
避
難
所
で
の
避
難
生
活
が
困
難
な

方
に
つ
い
て
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、
市
か

ら
福
祉
避
難
所
へ
開
設
依
頼
を
行
い
、
受

入
れ
準
備
が
整
っ
た
段
階
で
開
設
。

　
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
避
難
す
る
こ

と
さ
え
困
難
な
方
へ
の
支
援
は
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
か
ら
浸
水
想

定
水
深
３
メ
ー
ト
ル
以
上
、
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
に
住
み
、
要
介
護
３
か
ら
５

ま
た
は
障
害
者
手
帳
を
所
有
し
て
い
る
方

か
ら
優
先
的
に
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
、

安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

◆
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
土
岐
市
駅
の
現
在
の
陸
橋
を
延
伸
し
て

駅
北
口
改
札
口
を
設
置
し
、
そ
こ
に
図
書

館
、
大
型
遊
具
完
備
の
児
童
施
設
、
商
業

施
設
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
駅
ビ
ル

を
造
れ
な
い
も
の
か
。

　
現
在
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を

呼
べ
な
い
も
の
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
活
用
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
市
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
。

木股　英明

塚本　俊一
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今号より、誰もが読みやすく親しみやすい紙面をめざし、一部のレイアウトとフォント（ユニバーサル
デザインフォント）を変更しました。若い世代からご高齢の方まで、すべての市民の皆さまにとって、わ
かりやすい議会だよりとなるよう、今後もレイアウトや配色、文字の大きさなど、細かな工夫を重ねてま
いります。
夏休みも後半に差しかかり、地域の夏祭りや花火大会も一段落しました。皆さま、楽しく思い出に残る
時間を過ごせましたでしょうか。まだまだ厳しい暑さが続きますので、こまめな水分補給や冷房の活用な
ど、熱中症対策を忘れず、健やかにお過ごしください。� (文責：大久保　一夫)

編集後記

議会だより編集部会 � �������������������������������������
　部会長：北谷峰二　　副部会長：安藤勝彦
　　　　　杉浦司美　　加藤淳一　鈴木正義　水野哲男　水石玲子　大久保一夫　渡邉豪

土岐市議会事務局　電話：（0572）54－1111（内線410・411）お問い合わせ

土岐市議会では、下記のテーマ・日程で、議会報告会の開催を予定
しています。
より多くの方に参加していただくため、今回は祝日（月曜日）の午
前中にも開催します。また、昨年に引き続き、より多くの方から意見
をお聞きするため市民の皆様と議員がグループになって下記テーマに
ついて話をしていただく、「グループ討議方式」で行います。
市民の皆様にあらためて市議会の活動を知っていただき、また、私
たち議員に市民の皆様の生の声を聞かせて頂く交流の場になればと考
えております。
市民の皆様のより多くのご参加を、心よりお待ちしております。

・委員会活動について
・議員定数について
・地域公共交通について

テーマ

令和7年度 土岐市議会　議 会 報 告 会

●日時・会場　　※お住まいの地区に限らず、どの会場でもご参加いただけます。
開　催　日 会　　　場 時　　　間

10月13日（月・祝） セラトピア土岐　2階小ホール 午前10時～午前11時30分
10月15日（水） ウエルフェア土岐　3階大会議室 午後7時～午後8時30分
10月16日（木） 曽木公民館　2階ホール 午後7時～午後8時30分
10月17日（金） 肥田公民館　１階大ホール 午後7時～午後8時30分
10月20日（月） セラトピア土岐　2階小ホール 午後7時～午後8時30分
10月23日（木） 駄知公民館　２階大ホール 午後7時～午後8時30分
10月29日（水） 土岐津公民館　ホール 午後7時～午後8時30分

（昨年の様子）
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